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夢と笑顔あふれる「豊かで住みよい文化の町」
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２０１7年
チャンピオン
チーム

中学校女子の部

優勝 優勝

中学校男子の部

優勝

小学生下学年の部

優勝
小学生上学年の部 保育園の部

優勝killer Queens 絶対勝利最強

陸の星 がんばる福賀・阿武チーム

コナンチーム

勝
利
を
、
引
き
寄
せ
る
。

少
し
ば
か
り
日
差
し
が
眩
し
い
。
今
年
も
、
こ
の
日
が
や
っ
て
き
た
。

み
ん
な
の
想
い
が
、
１
本
の
綱
で
つ
む
が
れ
る
日
。

ル
ー
ル
は
簡
単
、
33・5
ｍ
の
綱
を
引
き
合
う
。

た
だ
そ
れ
だ
け
な
の
に
、
わ
く
わ
く
す
る
気
持
ち
が
抑
え
ら
れ
な
い
。

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
、
負
け
た
く
な
い
の
だ
ろ
う
。

震
え
る
手
は
、
寒
さ
で
は
な
く
武
者
震
い
な
の
だ
ろ
う
か
。

刹
那
の
静
け
さ
、
そ
の
瞬
間
に
、
引
き
寄
せ
る
。

選手宣誓は姐Go’s

応援にも熱が入る

ル
ー
ル
説
明
で
間
違
い
探
し
。

ど
こ
か
わ
か
る
か
な
〜
？

安定の力を発揮

カメラ目線ありがとうございます！

第
32
回 
阿
武
町
力
く
ら
べ
綱
引
き
大
会 

２
０
１
7・12・3
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確かめるのは、仲間との絆
　阿武町体育センターが竣工した
のを記念し始まった大会も、今年
で32回目。人口約3,400人の阿武町
で、この日大会に参加したのは34
チーム330人。町の10人に１人が参
加したことになる。
　誰もが理解できる単純なルール
とは裏腹に、引き方・かけひきな
ど奥深い競技。単純な力のぶつか
りあいだけではない世界があるこ
とを教えてくれる。地区も年令も
関係なく、目の前で頑張っている
人を見れば応援したくなる。毎年
１回のこの機会が、まちの絆をよ
り強くする。
　一般男性の部では、昨年王者の
「ホワイトピース」が優勝し２連
覇。各部門で白熱した試合が展開
された。
　体中に感じる、どこか心地良い
筋肉痛も頑張った証。また来年も
この場所で、絆を確かめ合う。

熟年女性の部

優勝 優勝

一般男女混成の部

優勝

一般女性の部

熟年男性の部

優勝優勝

JＡ女性部 ええかね!!引っ張るそよ 姐Go's 粋な男と女たち

ホワイトピース福賀昭和会

一般男性の部

限界まで腰を落とす

引っ張れ～！！

公正公平な審判

子どもたちも全力ぬぐうのは、汗か涙か

観客も思わず息を呑む、
一般男性の決勝戦もう力が入りません．．．
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ご
あ
い
さ
つ

　

議
長
選
挙
で
ご
推
挙
を
い
た
だ

き
、
議
長
の
大
役
を
受
け
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
身
の
引
き
締
ま

る
思
い
と
同
時
に
、
改
め
て
責
任

の
重
さ
を
痛
感
し
て
い
ま
す
。

　

執
行
権
限
を
持
つ
執
行
部
と
、

議
決
権
限
を
持
つ
議
会
側
と
の
そ

れ
ぞ
れ
の
権
限
を
尊
重
し
合
い
、

ま
た
、
適
度
な
緊
張
関
係
を
保
ち

つ
つ
、
公
正
で
円
滑
な
議
会
運
営

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
議
会
改
革
に
も
取
り
組

み
な
が
ら
、
協
力
し
て
町
民
の
負

託
に
応
え
て
、
阿
武
町
の
大
き
な

目
標
で
あ
る
地
方
創
生
が
成
し
遂

げ
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
く
所

存
で
す
。

副
議
長
は
中
野
祥
太
郎
氏

　

町
議
会
の
改
選
に
伴
い
、
議
長

お
よ
び
副
議
長
の
選
挙
が
地
方
自

治
法
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
、
議

長
に
末
若
憲
二
氏
、
副
議
長
に
中

野
祥
太
郎
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
選
ば

れ
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会
な
ど
の
選
任
に

つ
い
て

　

改
選
に
伴
う
運
営
委
員
会
委
員

ら
の
選
任
が
行
わ
れ
、
人
事
が
次

の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

（
敬
称
略
・
順
不
同
・
◎
は
委
員

長
、
○
は
副
委
員
長
）

★
議
会
運
営
委
員
会
（
４
人
）

◎
小
田
高
正　

○
清
水
教
昭

　

市
原　

旭
、
池
田
倫
拓

★
阿
武
町
行
財
政
改
革
等
特
別
委

　

員
会
（
７
人
）

◎
清
水
教
昭　

○
市
原　

旭

　

小
田
高
正
、
伊
藤
敬
久
、

　

田
中
敏
雄
、
中
野
祥
太
郎
、

　

池
田
倫
拓

★
阿
武
町
監
査
委
員（
議
員
１
人
）

　

田
中
敏
雄

★
阿
武
町
国
民
健
康
保
険
運
営
協

　

議
会
委
員

○
公
益
代
表（
３
人
の
う
ち
１
人
）

　

伊
藤
敬
久　

平
成
29
年
度
阿
武
町
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
回
）

　

10
月
22
日
に
実
施
し
た
第
48
回

衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
第
24
回

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
の

実
施
に
伴
う
４
７
６
万
８
０
０
０

円
の
補
正
予
算
の
専
決
処
分
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

議
長
に

末
若
憲
二
氏
が
再
任

議　長
末若憲二氏

副議長
中野祥太郎氏

第４回議会臨時会
１１月２０日

　改選後、初めての議会（第４回臨時会）が11月20日に開かれ、議
会構成や人事案件の後、補正予算など議案２件、全協協議１件が審
議、承認されました。

永
柴
義
廣
代
表
監
査
委
員
が

全
国
町
村
監
査
委
員
協
議
会
表
彰

　

福
賀
こ
と
ぶ
き
会
が
平
成
29
年
度
「
い
き

い
き
シ
ニ
ア
実
践
事
例
」
に
選
考
さ
れ
、

「
や
ま
ぐ
ち
生
涯
現
役
社
会
づ
く
り
章
」
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
高
齢
者
が
豊
富
な
知
識
や
経

験
、
技
能
等
を
活
か
し
、
仕
事
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
生
涯
学
習
、
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
活
動
な
ど
、
い
き
い
き

と
活
動
し
て
い
る
個
人
・

グ
ル
ー
プ
に
贈
ら
れ
る
も

の
で
、
同
会
の
会
員
同
士

の
親
睦
や
健
康
増
進
へ
の

積
極
的
な
取
り
組
み
が
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

　

阿
武
町
代
表
監
査
委
員
の
永
柴
義
廣
さ
ん

（
74
歳
・
宇
田
中
央
）が
全
国
町
村
監
査
委
員

協
議
会
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
町
村
等

監
査
委
員
と
し

て
、
監
査
事
務
に

尽
力
し
、
町
村
自
治
の
振
興
発
展
に
貢
献
し

た
方
へ
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
今
回
の
表
彰
は

長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

表
彰
に
際
し
て
永
柴
さ
ん
は
「
関
係
各
位

の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
、
こ
の
度
の
栄
え

あ
る
賞
を
い
た
だ
き
光
栄
に
思
い
ま
す
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
17
日
に
山
口
県
庁

で
、
平
成
29
年
県
選
奨
式

が
行
わ
れ
、
前
阿
武
町
長

の
中
村
秀
明
さ
ん（
64
歳
・

市
）
が
自
治
功
労
で
県
選

奨
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
は
平
成
17
年

5
月
に
阿
武
町
長
に
就
任

し
、
３
期
12
年
の
長
き
に
わ
た
り
地
方
自
治
の
確

立
と
町
政
運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、

町
民
の
悲
願
で
あ
っ
た
山
陰
道
木
与
付
近
の
事
業

化
に
向
け
た
要
望
活
動
を
は
じ
め
、
自
治
会
制
度

の
導
入
や
奈
古
小
学
校
（
現
阿
武
小
学
校
）
の
改

築
、
道
の
駅
阿
武
町
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、
積
極
的

な
定
住
対
策
な
ど
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
実
現
す

る
と
と
も
に
、
山
口
県
町
村
会
副
会
長
を
歴
任
す

る
な
ど
、
地
方
自
治
の
伸
展
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

　

受
賞
に
際
し
て
中
村
さ
ん
は
「
12
年
間
が
あ
っ

と
い
う
間
に
感
じ
ま
す
が
、
関
係
者
を
は
じ
め
、

い
ろ
い
ろ
な
方
々
の
支
え
が
あ
っ
て
続
け
ら
れ
ま

し
た
。
単
独
町
政
を
選
択
し
た
中
で
の
就
任
で
、

多
く
の
方
々
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
数
多
く
の

ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
一
人
の
住
民
と
し
て
、
地

域
の
方
々
と
ふ
れ
合

う
時
間
を
大
切
に

し
、
健
康
に
日
々
を

過
ご
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

中
村
秀
明
前
町
長
さ
ん
が

　

自
治
功
労
で
山
口
県
選
奨

福
賀
こ
と
ぶ
き
会
が
や
ま
ぐ
ち

　

生
涯
現
役
社
会
づ
く
り
章
に

県
選
奨
の
賞
状

授与された賞状と楯
受賞された
永柴さん

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

答
え
る
中
村
前
町
長

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

答
え
る
中
村
前
町
長
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打
て
ば
響
く

町長
コラム

●
正
常
化
の
偏
見

　

台
風
や
大
雨
な
ど
の
時
、
自
分

に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
情
報
を
無

視
し
た
り
、
危
険
を
認
め
ず
、

「
ま
だ
大
丈
夫
」
と
か
「
今
ま
で

何
と
か
な
っ
た
の
だ
か
ら
今
回
も

何
と
か
な
る
だ
ろ
う
」
と
か
過
小

評
価
し
、
行
動
を
起
こ
そ
う
と
し

な
い
人
間
の
心
理
を
、
災
害
心
理

学
で
は
「
正
常
化
の
偏
見
」
と
言

い
ま
す
。

●
想
定
外
を
想
定
す
る

　

翻
っ
て
、
阿
武
町
の
将
来
を
考

え
る
時
、
心
地
よ
い
情
報
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
人
口
は
、
今
３
４

０
０
人
で
、
20
数
年
後
に
は
、
１

７
０
０
人
に
ま
で
減
少
す
る
と
推

計
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
今
年
も
、

昨
年
同
様
に
、
出
生
者
数
が
10
人

以
下
に
な
り
そ
う
な
こ
と
な
ど
、

10
年
、
20
年
前
に
は
想
定
出
来
な

か
っ
た
こ
と
が
起
き
始
め
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
は
、
こ
の
現
状
を
直
視

し
、
厳
し
い
現
実
と
し
て
し
っ
か

り
心
に
刻
み
込
み
、
正
常
化
の
偏

見
に
陥
る
の
で
は
な
く
、
今
後
更

に
起
こ
る
で
あ
ろ
う
状
況
を
的
確

に
想
定
し
、
そ
の
上
で
、
直
ち
に

行
動
を
起
こ
し
、
よ
り
効
果
的
な

対
策
を
、
町
民
と
一
緒
に
な
っ

て
、
徹
底
し
て
講
じ
る
こ
と
が
行

政
の
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。

せ
い
じ
ょ
う
か　
　
　

へ
ん
け
ん

　

12
月
２
日（
土
）・
３
日（
日
）の

2
日
間
、
東
京
の
有
楽
町
に
あ
る

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
会
場
に
、
全

国
の
９
２
７
町
村
の
う
ち
、
３
４

１
町
村
が
出
展
し
、
特
産
品
販
売

と
移
住
相
談
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
日
間
合
計
で
５
万
人
を
超
え

る
人
が
集
ま
る
大
イ
ベ
ン
ト
で
、

山
口
県
か
ら
は
阿
武
町
と
周
防
大

島
町
の
２
町
が
参
加
。
阿
武
町
か

ら
は
34
年
ぶ
り
に
復
活
し
た
、
阿

武
の
鶴
酒
造
の
地
酒
や
宇
田
郷
の

ケ
ン
サ
キ
ス
ル
メ
、
キ
ウ
イ
フ
ル

ー
ツ
の
青
果
と
ジ
ャ
ム
、
う
も
れ

木
ど
う
ふ
、
手
作
り
味
噌
な
ど
を

出
展
・
販
売
し
、
試
食
や
試
飲
の

成
果
も
あ
っ
て
、
多
く
の
来
場
者

か
ら
「
お
い
し
い
」「
安
い
」「
本

物
の
味
が
す
る
」
な
ど
と
好
評
で

し
た
。

　

こ
の
他
、
移
住
相
談
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
阿
武
町
の
移
住
情
報
や
町

の
魅
力
を
阿
武
町
暮
ら
し
の
地
図

を
用
い
て
紹
介
。

　

11
月
26
日
の
全
国
移
住
ド
ラ
フ

ト
会
議
で
優
先
交
渉
権
を
獲
得
し

た
参
加
者
や
、
今
年
の
阿
武
町
ふ

る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
参

加
者
、
ラ
ボ
の
取
り
組
み
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
知
っ
て
来
た
人
な
ど

が
訪
れ
、「
年
末
年
始
で
阿
武
町

を
訪
問
し
た
い
」「
阿
武
町
で
暮

ら
し
た
い
」
な
ど
盛
り
上
が
り
、

今
後
に
期
待
の
持
て
る
２
日
間
と

な
り
ま
し
た
。

　

11
月
25
日
・
26
日

の
２
日
間
、
東
京
都

の
大
和
ハ
ウ
ス
本
社

な
ど
を
会
場
に
、
全

国
で
移
住
を
進
め
る

12
の
地
域
が
参
加
し

「
み
ん
な
の
移
住
ド

ラ
フ
ト
会
議
（
全
国

移
住
ド
ラ
フ
ト
）」が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
移
住
候

補
地
と
な
る
地
域
を
「
球
団
」、

移
住
希
望
者
を
「
選
手
」
と
し

て
、
野
球
の
ド
ラ
フ
ト
会
議
さ
な

が
ら
に
球
団
側
か
ら
選
手
を
指
名

し
、
地
域
が
欲
し
い
人
材
と
の

マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
移
住
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
指
名
が
成
立
し
た
選
手

と
は
１
年
間
の
優
先
交
渉
権
を
得

る
こ
と
が
で
き
、
連
絡
を
取
り
合

い
な
が
ら
移
住
支
援
等
を
行
う
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

阿
武
町
か
ら
は「
21
世
紀
の
暮

ら
し
方
研
究
所
」
が
、
中
四
国
地

方
唯
一
の
参
加
団
体
と
し
て
出

場
。
48
人
の
選
手
を
前
に
、
町
の

取
り
組
み
を
説
明
す
る
と
と
も
に

懇
親
の
場
を
活
用
し
、
参
加
者
へ

P
R
を
行
い
ま
し
た
。

　

従
来
の
移
住
イ
ベ
ン
ト
で
は
な

か
な
か
出
会
う
こ
と
が
で
き
な
い
、

20
〜
30
代
で
ス
キ
ル
を
持
っ
た
参

加
者
が
多
く
、
全
国
の
移
住
先
進

地
が
参
加
す
る
中
で
も
、
阿
武
町

の
持
つ
可
能
性
や
等
身
大
の
姿
に

共
感
す
る
参
加
者
も
多
く
い
ま
し

た
。

　

ド
ラ
フ
ト
会
議
で
は
、
１
〜
３

巡
目
ま
で
の
選
手
を
順
当
に
指
名

す
る
こ
と
に
成
功
し
、
指
名
選
手

以
外
に
も
阿
武
町
に
興
味
を
持
っ

た
参
加
者
ら
も
加
え
１
月
に
町
を

訪
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
指
名
選
手
ら
と
お
互
い

の
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
多

拠
点
で
仕
事
を
す
る
人
材
ら
の
拠

点
の
一
つ
と
し
て
も
、
町
に
足
を

運
ぶ
き
っ
か
け
を
作
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で

　

全
国
の
町
村
が
集
ま
り
、物
産
展
、

　
　
　
　
　

町
イ
チ
！
村
イ
チ
！
開
催

試食・試飲品も好評
ドラフト会議参加者たちも
応援に駆けつける

ひ
る
が
え

全
国
移
住
ド
ラ
フ
ト
で
３
選
手
を
指
名

　
　

21
C
ラ
ボ
が
中
四
国
で
唯
一
参
加

全
国
移
住
ド
ラ
フ
ト
で
３
選
手
を
指
名

　
　

21
C
ラ
ボ
が
中
四
国
で
唯
一
参
加

指名が重複し、抽選も

ドラフト
会議当日
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今
年
で
32
回
目
と
な
る
「
さ
ん
３
ふ
る
さ

と
祭
り
」
が
11
月
19
日
、阿
武
小
中
学
校
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

祭
り
は
開
会
式
に
続
き
、
み
ど
り
保
育
園

の
ち
び
っ
こ
太
鼓
で
幕
開
け
。
メ
イ
ン
舞
台

で
は
、
宇
田
さ
く
ら
会
に
よ
る
銭
太
鼓
、
奈

古
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
踊
り

な
ど
が
披
露
さ
れ
た
ほ
か
、
参
加
型
ゲ
ー
ム

も
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ナ
ベ
ル
の
ビ
ン
ゴ
大
会
や
農
林
海

産
物
の
模
擬
セ
リ
で
は
威
勢
の
い
い
声
が
飛

び
交
い
、
各
種
テ
ナ
ン
ト
で
は
、
特
産
品
の

販
売
な
ど
が
行
わ
れ
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
く

じ
付
き
も
ち
ま
き
大
会
も
開
催
さ
れ
、
訪
れ

た
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
、
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た

福
祉
の
市
で
は
掘
り
出
し
物
を
目
当
て
に
た

く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
た
ほ
か
、
町
民
セ
ン

タ
ー
で
は
ア
ロ
マ
セ
ラ
ピ
ー
体
験
や
奈
古
文

化
展
が
開
催
さ
れ
、
書
や
写
真
、
編
み
物
な

ど
町
内
の
み
な
さ
ん
の
力
作
を
展
示
。
小
中

学
生
の
作
品
も
同
時
開
催
さ
れ
、
み
ど
り
保

育
園
で
は
作
品
展
を
開
催
し
、
自
然
の
も
の

を
使
っ
た
リ
ー
ス
づ
く
り
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

消
防
団
も
活
動
を
P
R

消
防
団
も
活
動
を
P
R

防
火
服
を
着
て
、

ち
ょ
る
る
と
記
念
写
真

防
火
服
を
着
て
、

ち
ょ
る
る
と
記
念
写
真

や
ま
ぐ
ち
ゆ
め
花
博
に

向
け
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
実
施

や
ま
ぐ
ち
ゆ
め
花
博
に

向
け
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

を
実
施 キ

ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
も

出
し
ち
ゃ
う
よ
！

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
も

出
し
ち
ゃ
う
よ
！

米
袋
を
使
っ
た
袋

“
A
B
uQ
uR
o”

づ
く
り

米
袋
を
使
っ
た
袋

“
A
B
uQ
uR
o”

づ
く
り

奈古文化展奈古文化展

アロマセラピーのお店
「ゆあさ」での
マッサージ体験

アロマセラピーのお店
「ゆあさ」での
マッサージ体験

ものづくり工房「asta*base」は
ミニ四駆コースを設置

ものづくり工房「asta*base」は
ミニ四駆コースを設置

息ぴったりのフォークダンス息ぴったりのフォークダンス

見
事
な
盆
栽
が
並
ぶ

見
事
な
盆
栽
が
並
ぶ

第３２回 さん３第３２回 さん３
ふるさと祭りふるさと祭り
第３２回 さん３第３２回 さん３
ふるさと祭りふるさと祭り
第３２回 さん３
ふるさと祭り

～さん３と　笑顔の
花咲く　秋祭り～

～さん３と　笑顔の
花咲く　秋祭り～

秋風に誘われて
４０００人！

秋風に誘われて
４０００人！

魚の目利きに人が集まる魚の目利きに人が集まる

もちまきでは遠投係も登場！もちまきでは遠投係も登場！

棚
は
３
種
類
を
ご
用
意
！

棚
は
３
種
類
を
ご
用
意
！

11/19

みどり保育園児の
ちびっこ太鼓

華麗な銭太鼓

保育園ではリースを手づくり

大人気模擬セリ３本立て！！

町民センター
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11
月
28
日
に
町
民
セ
ン
タ
ー
小
会
議
室
で
、
第
３
回
阿
武

町
図
書
館
等
整
備
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。
年
４
回
開
催
予
定
の
第

３
回
目
で
は
、
前
回
ま
で
の

振
り
返
り
と
、あ
え
て
否
定

的
な
「
新
図
書
館
は
整
備
す

る
必
要
が
な
い
」
と
い
う

テ
ー
マ
に
対
し
、
委
員
を
強

制
的
に
肯
定
派
と
否
定
派
の

２
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
総
合

的
な
視
点
を
深
め
な
が
ら
論

理
的
な
討
論
を
行
い
ま
し

た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
か

ら
は
「
教
育
や
文
化
を
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
整
備

す
る
こ
と
は
行
政
の
義
務
な

の
で
は
」
と
い
う
意
見
や
、

「
萩
図
書
館
と
比
較
し
蔵
書

数
な
ど
が
劣
る
た
め
、
結
局

は
萩
図
書
館
を
利
用
す
る
の

で
は
」
と
い
う
意
見
な
ど
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
回
で
最
後
と
な
る
委
員

会
で
は
、
委
員
会
の
方
針
及

び
内
容
を
最
終
確
認
し
、
町

長
に
答
申
す
る
予
定
で
す
。

◎
標
語
（
小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部
）（
敬
称
略
）

☆
最
優
秀
賞　

　

田
中　

美
帆
（
阿
武
小
学
校
６
年
）

　
　

見
つ
け
よ
う　

悪
い
と
こ
よ
り　

い
い
と
こ
ろ

　

後
根　

彩
乃
（
阿
武
中
学
校
３
年
）

　
　

金
メ
ダ
ル　

い
じ
め
を
止
め
る　

そ
の
勇
気

☆
優
秀
賞

　

杉
本　

結
菜
（
阿
武
小
学
校
２
年
）

　
　

な
か
よ
し
の　

え
が
お
の
花
を　

さ
か
せ
よ
う

　

門
井　

そ
ら
（
阿
武
小
学
校
４
年
）

　
　

見
す
ご
す
な　

こ
ま
っ
て
い
る
子
の
S
O
S

　

蟹
谷　

風
稀
（
福
賀
小
学
校
６
年
）

　
　

と
め
よ
う
よ　

一
人
ひ
と
り
が　

声
か
け
て

　

高
橋　

翼　

（
阿
武
中
学
校
１
年
）

　
　

知
ら
ぬ
間
に　

心
を
切
り
さ
く　

言
葉
の
刃

　

大
島　

颯
介
（
阿
武
中
学
校
２
年
）

　
　

や
め
ま
し
ょ
う　

見
て
見
ぬ
ふ
り
は　

同
罪
で
す

◎
ポ
ス
タ
ー
（
小
学
生
の
部
・
中
学
生
の
部
）

☆
最
優
秀
賞　

　

小
野　

裕
咲
（
阿
武
中
学
校
１
年
）

☆
優
秀
賞　

 

　

内
村　

雲
海
（
阿
武
小
学
校
２
年
）

　

小
野　

杏
莉
（
阿
武
小
学
校
５
年
）

　

吉
村　

春
奈
（
阿
武
中
学
校
１
年
）

　

藤
原　

初
葉
（
阿
武
中
学
校
３
年
）

肯
定
派
と
否
定
派
に

分
か
れ
て
討
論

ポスター最優秀作品

各
賞
を
受
賞
し
た
子
ど

も
た
ち
（
左
か
ら
福
嶋

さ
ん
、
田
中
さ
ん
、
中

野
く
ん
、
中
村
さ
ん
）

デ
ィ
ベ
ー
ト（
討
論
）で

　
　
　
　
　

論
理
的
に
整
理

第
３
回
図
書
館
等
整
備
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
作
品

〝
税
が
暮
ら
し
を
さ
さ
え
る
〞

阿
武
小
の
田
中
美
帆
さ
ん
が
最
優
秀
賞
を
受
賞

　

萩
法
人
会
の
第
８
回
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン

ク
ー
ル
」
に
お
い
て
、
阿
武
小
学
校
６
年
田
中
美
帆
さ
ん

が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
子
ど
も
た
ち
に
税
金
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を

伝
え
る
租
税
教
育
の
一
環
で
、
萩
法
人
会
女
性
部
会
が
萩

市
と
阿
武
町
の
小
学
６
年
生
を
対
象
に
実
施
し
た
も
の
で

す
。
17
校
３
２
３
点
の
中
か
ら
、
特
別
賞
12
点
と
佳
作
38

点
の
計
50
点
が
選
ば
れ
、
こ
の
う
ち
最
優
秀
賞
に
田
中
美

帆
さ
ん
の
作
品
「
税
が
暮
ら
し
を
さ
さ
え
る
」
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
阿
武
町
長
賞
に
阿
武
小
学
校
６
年
福
嶋
沙
衣
さ

ん
、
阿
武
町
教
育
長
賞
に
福
賀
小
学
校
６
年
中
野
琥
博
く

ん
、
佳
作
に
阿
武
小
学
校
６
年
中
村
真
楓
さ
ん
が
受
賞
し

ま
し
た
。

さ　

え

み　

ほこ　
は
く

ま
な
か

平成29年度「いじめ防止・根絶強調月間」
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11
月
25
日
に
、
宇
田
郷
地
区
の
２
つ
の
自
治
会
と
消
防
団

に
よ
る
合
同
消
火
訓
練
が
行
わ
れ
、
尾
無
畑
自
治
会
で
は
お

よ
そ
40
人
、
宇
田
浦
自
治
会
で
は
お
よ
そ
60
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

は
じ
め
に
、
消
防
団
員

か
ら
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
説
明
が
さ
れ
、「
１
年
に

１
回
は
正
し
く
作
動
す
る

か
、
電
池
残
量
は
十
分
か

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
水
消
火
器
を

使
っ
た
消
火
訓
練
を
行
い
、「
火
元
め
が
け
て
、
ほ
う
き
で

掃
く
よ
う
に
使
用
す
る
」
な
ど
使
い
方
を
教
わ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
消
火
栓
や
防
火
水
槽
か
ら
の
消
火
時
に
、
消
防

団
協
力
隊
に
よ
る
ホ
ー
ス
延
長
と
双
口
接
手
で
の
放
水
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。
９
月
に
配
置
さ
れ
た
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

軽
積
載
車
を
使
っ
て
行
わ
れ
た
こ
の
訓
練
で
は
、
ホ
ー
ス
延

長
の
た
め
１
人
で
は
伝
令
が
難
し
く
、
伝
令
の
人
数
を
増
や

す
こ
と
や
伝
令
動
作
を
遠
く
か
ら
で
も
わ
か
る
よ
う
し
っ
か

り
行
う
こ
と
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
５
月
と
11
月
に
も
町
内
で
住
宅
火
災
が
発
生
し
ま

し
た
が
、
地
域
住
民
の
方
々
や
消
防
団
協
力
隊
の
迅
速
な
対

応
で
被
害
拡
大
を
防
ぐ
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今
後
も
消
防

団
と
消
防
団
協
力

隊
、
そ
し
て
地
域
の

方
々
の
協
力
の
も

と
、
安
全
安
心
な
町

づ
く
り
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

地
域
と
連
携
し
て
消
防
力
の
向
上
を

　
　
　
　
　

消
防
団
自
治
会
合
同
消
火
訓
練

消防団員から教わりながら、
水消火器訓練

消防団員から教わりながら、
水消火器訓練

双口接手を使いホース
延長を行う消防団協力隊
双口接手を使いホース
延長を行う消防団協力隊

　

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

に
合
わ
せ
11
月
９
日
、
町
内

３
地
区
防
火
啓
発
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
奈
古
地
区
で

は
、
消
防
団
員
と
一
緒
に
、

み
ど
り
保
育
園
児
も
防
火
パ

レ
ー
ド
に
参
加
。
お
揃
い
の

法
被
に
、
め
組
の
纏
を
持
っ

た
園
児
た
ち
が
、
道
の
駅
阿

武
町
で
チ
ラ
シ
を
配
布
す
る

な
ど
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し

た
。

　

今
年
３
月
に
始
動
し
た
少
年
野
球
チ
ー
ム
「
阿
武
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
ル
ー
キ
ー
ズ
」
が
11
月
23
日
に
、
阿
武
町
民
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
初
め
て
の
練
習
試
合
を
行
い
ま
し
た
。
相
手
は
白
水

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
自
分
た
ち
の
実
力
を
試
そ
う
と
、
寒
空

の
下
全
力
で
挑
み
ま
し
た
。

　

２
試
合
行
い
、
残
念
な
が

ら
勝
つ
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
声
を
出
し
合

い
、
必
死
で
ボ
ー
ル
を
追
い

か
け
、
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で
得

点
を
取
る
姿
に
、
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
感
じ
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
で
は
メ
ン
バ
ー
を

随
時
募
集
中
で
、
見
学
だ
け
で
も
大
歓
迎
で
す
！

問
中
央
公
民
館　

☎
２
ー
２
０
４
４

新
チ
ー
ム
の
腕
試
し
！

ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
ル
ー
キ
ー
ズ
初
練
習
試
合

円陣を組み、気合い十分！

め
組
の
大
行
進

め
組
の
大
行
進

み
ど
り
保
育
園
〝
め
組
〞
の

　
　
　

園
児
が
「
火
の
用
心
!!
」

　
　

〜
町
内
３
地
区
で
防
火
パ
レ
ー
ド
〜

　

11
月
17
日
に
阿
武
小
･
中
学
校
と
み
ど
り
保
育
園
合
同
の

避
難
訓
練
が
行
わ
れ
、
園
児
か
ら
中
学
生
ま
で
３
０
０
人
と

教
職
員
が
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
強
い
地

震
が
発
生
し
津
波
が

発
生
す
る
状
況
を
想

定
し
て
訓
練
を
実

施
。
緊
急
地
震
速
報

を
受
信
後
校
内
放
送

が
流
れ
、
強
い
揺
れ

に
備
え
て
生
徒
ら
は

机
の
下
に
身
を
隠
し

安
全
を
確
保
。
揺
れ

が
お
さ
ま
っ
た
の

ち
、
津
波
警
報
が
発

令
さ
れ
、
一
斉
に
町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
へ
避
難
を
行
い
ま
し

た
。
避
難
後
は
役
場
の
防
災
担
当
者
か
ら
、
地
震
や
津
波
の

危
険
性
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

保
育
園
か
ら
中
学
校
ま
で
が
合
同
で
訓
練
を
行
う
の
は
今

年
で
2
回
目
。
小

中
学
校
の
先
生
が

保
育
園
児
の
避
難

誘
導
を
手
伝
う
な

ど
、
保
小
中
が
連

携
し
て
有
事
に
備

え
る
取
り
組
み
が

進
ん
で
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
て
連
携
強
化

阿
武
小
中
・
み
ど
り
保
育
園
合
同
避
難
訓
練小中学校の先生が

保育園児の避難誘導を手伝う

机の下で安全確保に努める

山・海・里Ａｂｕ　ＴｏｐｉｃｓＡｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓまちの話題まちの話題
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日
本
で
唯
一
「
渡

り
」
を
す
る
蝶
ア
サ
ギ

マ
ダ
ラ
の
飛
来
が
、
10

月
上
旬
に
サ
ン
マ
ー
ト

奈
古
店
裏
で
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
立

ち
寄
っ
た
の
は
、
宇
田

郷
か
ら
奈
古
へ
植
栽
さ

れ
た
〝
秋
の
七
草
〞
の

ひ
と
つ
フ
ジ
バ
カ
マ
。

所
有
者
の
末
益
隆
さ
ん

（
西
の
１
）
了
解
の
も
と
、
休
耕
田
と
な
っ
て
い
た
場
所
に

小
野
宏
修
さ
ん
（
土
）
や
清
水
教
昭
さ
ん
（
宇
田
浦
）
を
は

じ
め
と
し
た
地
元
住
民
の
方
々
が
移
植
に
成
功
し
ま
し
た
。

　

今
回
飛
来
し
た
ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
の
羽
に
は
〝
Ｆ
ｕ
ｊ
ｉ
〞

の
マ
ー
キ
ン
グ
が
さ
れ
て
お
り
、
撮
影
し
た
出
羽
朝
一
さ
ん

（
浜
の
一
）
に
よ
る
と
「
8
月
5
日
に
富
士
山
周
辺
で
マ
ー

キ
ン
グ
さ
れ
た
」
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
は
春
に
は
ス
ナ
ビ
キ
ソ
ウ
に
、
秋
に
は
フ

ジ
バ
カ
マ
に
集
ま
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
清
水
さ
ん

に
よ
る
と
、「
今
回
の
よ
う
な
秋
に
南
下
す
る
姿
は
こ
れ
ま

で
も
３
地
区
で
確
認
さ
れ
た

が
、
北
上
す
る
蝶
が
阿
武
町
を

通
る
こ
と
は
珍
し
い
。
試
行
錯

誤
の
末
、
ス
ナ
ビ
キ
ソ
ウ
を
植

栽
す
る
目
処
が
立
っ
た
の
で
、

宇
田
郷
だ
け
で
な
く
３
地
区
も

通
る
よ
う
広
め
て
い
き
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　　

若
者
が
健
康
的
な
食
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、
料
理
の
楽
し

さ
と
バ
ラ
ン
ス
の
大
切
さ
を
学
ぶ

〝
ス
マ
イ
ル
キ
ッ
チ
ン
・
お
い
し
い

ス
ク
ー
ル
〞
が
12
月
8
日（
金
）に
、

町
民
セ
ン
タ
ー
調
理
室
で
開
催
さ

れ
、
町
内
外
の
若
者
13
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

今
回
の
献
立
は
、〝
中
華
丼
〞
や

〝
カ
リ
カ
リ
チ
キ
ン
の
ご
ま
ソ
ー
ス
〞

な
ど
全
４
種
類
。
食
生
活
改
善
推
進

委
員
か
ら
の
説
明
を
受
け
食
と
健
康
、
減
塩
に
つ
い
て
学
ん

だ
あ
と
、
調
理
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
時
間
を
か
け
た
分

お
い
し
く
な
っ
た
料
理
を
み
ん
な
で
し
っ
か
り
味
わ
い
、
健

康
的
な
自
炊
へ
の
意
識
も
高
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

　

12
月
６
日
に
町
民
セ
ン
タ
ー
で
、
町
内
の
医
療
や
介
護
関

係
者
・
社
協
・
行
政
を
対
象
に
、
認
知
症
支
援
者
研
修
会
を

開
催
し
、
１
１
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
は
、
医
療
法
人
医
誠
会
都
志
見
病
院
の
亀
田
秀
樹
院

長
で
、「
認
知
症
の
方
と
家
族
を
支
え
る
在
宅
医
療
・
介
護

の
あ
り
方
」
と
題
し
て
の
研
修
会
で
し
た
。

　
「
物
忘
れ
や
普
段
と
違
う
様
子
に

気
づ
い
た
時
に
、
認
知
症
と
、
う
つ

病
な
ど
の
認
知
症
以
外
の
病
気
と
の

鑑
別
が
必
要
。
早
期
治
療
の
た
め
に

は
、
出
来
る
だ
け
早
く
専
門
医
で
受

診
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
」
と
話
さ

れ
、
そ
の
後
、
ケ
ア
の
仕
方
に
つ
い

て
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携
を
推
進

　

多
職
種
研
修　

認
知
症
支
援
者
研
修
会

研修会の様子

出羽さんが撮影した
アサギマダラの羽にはマーキングが

北上時に集まるスナビキソウ

日
本
を
旅
す
る
蝶
、

　
　

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
奈
古
地
区
に

家
に
あ
る
も
の
で
い
ろ
い
ろ
ア
レ
ン
ジ

  

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
チ
ン
・
お
い
し
い
ス
ク
ー
ル

家
に
あ
る
も
の
で
い
ろ
い
ろ
ア
レ
ン
ジ

  

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
チ
ン
・
お
い
し
い
ス
ク
ー
ル

分
量
通
り
に

器
に
小
分
け

分
量
通
り
に

器
に
小
分
け

　

12
月
1
日
に
阿
武
町
文
化

ホ
ー
ル
で
、
平
成
29
年
度
阿
武

町
「
人
権
」
を
考
え
る
集
い
推

進
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
な
ど
の
表
彰
が
行
わ
れ
た

ほ
か
、
記
念
講
演
「
あ
き
ら
め

な
い
生
き
方
〜
車
い
す
マ
ラ
ソ

ン
で
の
挑
戦
〜
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
講
師
は
リ
オ
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
も
出
場
し
た
、
車
い

す
ラ
ン
ナ
ー
の
山
本
浩
之
さ
ん

で
、
車
い
す
マ
ラ
ソ
ン
を
始
め

た
こ
と
で
色
々
な
場
所
に
出
掛

け
、
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
え
た
こ
と
な
ど
を
話
し
ま

し
た
。
ス
テ
ー
ジ
に
は
競
技
用
車
い
す
も
置
か
れ
、
観

客
は
そ
の
軽
さ
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。

　　

恒
例
の
ル
ー
ラ
ル
フ
ェ
ス
タ
が

11
月
11
・
12
日
に
、
国
道
3
1
5

号
沿
い
の
福
の
里
直
売
所
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
採
れ
た
て
の
新
鮮
野

菜
を
は
じ
め
、
手
作
り
の
漬
け
物

な
ど
の
食
材
が
店
頭
に
並
び
、
新

米
の
す
く
い
取
り
体
験
や
手
打
ち

そ
ば
、
甘
酒
な
ど
の
バ
ザ
ー
も
人

気
を
集
め
ま
し
た
。

　

名
物
の
も
ち
ま
き
は
、
今
年
は
ダ
ン
プ
２
台
を
舞
台
に
、

２
日
で
〝
４
俵
〞
が
ま
か
れ
参
加
者
に
は
大
盛
況
で
し
た
。

福
の
里
で
買
い
物
を
さ
れ
た
方
を
対
象
に
、
魚
の
福
引
き
が

行
わ
れ
、
両
日
と
も
大
い
に
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

地
元
の
新
鮮
食
材
が
盛
り
だ
く
さ
ん

福
の
里
直
売
所
で
ル
ー
ラ
ル
フ
ェ
ス
タ　

体を温めるうどんとそばが人気

悔しくて、楽しいから挑戦し続ける

終
始
笑
顔
の

山
本
さ
ん

女
性
で
も
軽
々

持
ち
上
げ
ら
れ
る

ほ
ど
、
軽
量
な

競
技
用
車
い
す

あなたのまちの身近な話題をお寄せください。
役場まちづくり推進課広報統計係（☎2̶3111）　E-mail : kikaku@town.abu.lg.jp
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平
成
29
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会
は
、「
打
て
ば
響
く
！
地

域
に
寄
り
添
う
懇
談
会
」
と
題
し
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

の
た
め
、
町
内
13
の
自
治
会
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
に
出
向
い
て
開
催
し
ま
す
。

　

現
在
、
各
自
治
会
長
さ
ん
に
開
催
日
程
の
調
整
の
た
め
、
日

時
、
会
場
、
テ
ー
マ
の
集
約
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

自
治
会
内
の
課
題
や
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
意
見
な
ど
、
自

治
会
長
宛
て
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
時
期　

平
成
30
年
１
月
〜
３
月

▼
開
催
場
所　

各
地
区
４
〜
５
会
場
（
指
定
の
集
会
所
等
）

▼
参
加
者　

各
自
治
会
と
も
、
会
長
、
副
会
長
、
事
務
局
長
、

　
　
　
　
　

女
性
代
表
の
４
人
程
度

▼
町
出
席
者　

町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
、
各
課
長

▼
問
い
合
わ
せ　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課　

☎
２
ー
３
１
１
１

まちづくり懇談会　平成29年度は、自治会を対象に開催
地　区 グループ 自　治　会　名

奈　古
（５）

福　賀
（４）

宇田郷
（４）

奈古１

奈古２

奈古３

奈古４

奈古５

福田上

福田中
宇生賀
福賀下
宇田中央
宇田浦
尾無畑
惣　郷

木与、宇久
河内、寺東、上郷、下郷、野柳、
大里
東方、市、土、筒尾
西の一、西の二、西の三、
浜の一、浜の二、美浜、釜屋
水ヶ迫、美里、美咲、岡田橋
久瀬原、上東郷、下東郷、新田、
伊当、野沢
中村、森見藤、宇田地、金社、新生
宇生賀中央
飯谷、上笹尾、下笹尾、栃原
宇田中央
宇田浦
尾無畑
惣郷

　

21
世
紀
の
暮
ら
し
方
研
究
所
（
通
称
：

ラ
ボ
）
の
第
19
回
講
座
が
11
月
18
日
、
奈

古
地
区
の
旧
奈
古
薬
局
で
行
わ
れ
20
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
み
ん
な
で
や
っ
て
み
よ
う
第

４
弾
！
床
仕
上
げ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
を

開
催
し
、
１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
床
の
仕
上

げ
を
行
い
ま
し
た
。
９
月
に
み
ん
な
の
手

で
張
っ
た
床
材
の
間
に
、
漆
喰
を
塗
り
込

ん
で
い
く
作
業
を
実
施
。
盛
板
に
漆
喰
を

載
せ
、
コ
テ
を
使
っ
て
塗
り
込
む
作
業
に

参
加
者
は
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
、
和
気

あ
い
あ
い
と
作
業
を
進
め
ま
し
た
。

　

先
月
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
引
き
続
い

て
の
漆
喰
塗
り
で
、
作
業
に
慣
れ
て
き
た

参
加
者
も
チ
ラ
ホ
ラ
。
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
、
年
齢
に
関
係
な
く
約
３
時
間
の
作

業
に
没
頭
し
仕
上
げ
を
行
い
ま
し
た
。

A
BuQ

uRo

づ
く
り
体
験
盛
況
！ 

　
　

さ
ん
３
ふ
る
さ
と
祭
り
11
／
19

　

町
内
３
地
区
の
最
後
に
行
わ
れ
た
「
さ

ん
３
ふ
る
さ
と
祭
り
」の
会
場
で
、
地
元
素

材
を
使
っ
て
作
る
バ
ッ
グ“A

B
uQ
uR
o”

づ
く
り
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
ブ
ー
ス

は
常
に
お
客
さ
ん
が
体
験
に
訪
れ
大
盛

況
。
米
袋
を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
バ
ッ

グ
は
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。

２１世紀の暮らし方研究所　通信
～阿武町版総合戦略を進めています～　TsuQuRoプロジェクト

１階エントランスの床仕上げ作業

多くの参加者が
米袋でバッグ作り

　　　 12月２3日（土）  
場所：旧奈古薬局（阿武町大字奈古２７００番地１）
内容：今年度の活動ふり返り＆来年の作戦会議
★開始20分前までに道の駅阿武町温水プール前に
　集合していただくと、会場までご案内します。
★ラボ終了後、17時から懇親会を開催します！
　みんなと気軽に話せる場をつくる予定です。
◆問い合わせ　21世紀の暮らし方研究所事務局
　（役場まちづくり推進課）☎２－３１１１

次回ラボのご案内
ご参加くだ
さい(̂ )̂

13:30～16:30

Q
R
コ
ー
ド
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　絵本は、身近な大人が読み聞かせてくれることで、はじめて子どもたちの心を動かします。この時期
の子どもたちは言葉に興味を抱き、イメージする楽しさを覚えます。絵本に出会った子は自然に言葉を
たくさん覚え「言葉の引き出し」に入れていきます。感性が育つこの時期に絵本を読んでもらうことで
子どもたちは、絵本や物語の中に自分を投げ込み、共感し、「見たい」「聞きたい」とさらなる期待が
膨らみます。それは、身体の動きや絵や音楽などに表現され、ダイナミックなあそびとして絵本の枠か
ら飛び出していきます。園では、年齢に応じた季節や状況にあった様々な絵本との出会いの場をつく
り、感受性や知性が豊かにはぐくまれるよう、保育者も一緒に楽しみながら読み聞かせをすすめていき
たいと思っています。

おはなしの世界を楽しもう！おはなしの世界を楽しもう！おはなしの世界を楽しもう！

子どもたちが大好きで、みんなに親しまれ
ているお話を競技に取り入れました。

～うんどうかい～
おはなしのくにへようこそ！

「そらまめくんのベッド」 「おおきなかぶ」

年長組「浦島太郎」 年中組「さるかに合戦」

CMでお馴染みの
「三太郎」

年少組「トロルをやっつけろ」

桃
太
郎
と
金
太
郎
が
応
援
に
登
場
！

「100かいだて
のいえ」

年齢に合わせた
月刊絵本

教育のひろば みどり保育園

給食終了後、年齢に合
った月刊絵本をそれぞ
れ読んでいます。

絵本からイメージした
世界を絵画で表現

●18歳までの子どもさんがおられる保護者の方へ　接種可能な予防接種は受けておられますか？
　二種混合（小学校6年生）やMR2期（年長児）は、接種可能な期間が残り少なくなってきました。
　小学生以上の子どもさんは、休み期間を利用して未接種の予防接種を受けましょう。
　この機会に未接種の予防接種がないか、母子健康手帳の予防接種欄を確認してみましょう。
●高齢者肺炎球菌の対象者の方へ　今年度対象となっておられる方には今年4月に通知をしています。
　希望される方は、30年3月末までが接種可能な期間となっていますのでご注意ください。
※予防接種についてご不明な点があればお気軽にご連絡ください。
◆問い合わせ　役場民生課 保健師　☎2－3113

～受け忘れがないように予防接種を受けましょう～

絵本から運動あそびへ絵本から運動あそびへ

絵本から絵画あそびへ絵本から絵画あそびへ 絵本に親しむ絵本に親しむ
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このほかにも、町内各所でイルミネー
ションが灯っています。温もりのある
灯りを探してみてはいかがでしょう？
（写真掲載できなかったみなさんごめ
んなさい）

満員の観客はうちわで応援！

冬の花火が50発！

公演終了後にはシンクロ体験を実施

オープニングイベント
１２月9日
道の駅阿武町

オープニングイベント
１２月9日
道の駅阿武町

　人の心を温かくしてくれるイルミ
ネーションを広め、明るく安全で夢
のある街の風景を作り出そうと、町
内の事業所、個人が道の駅や各事業
所、家庭でアイデアに凝ったイルミ
ネーションを飾り付けています。
　12月9日に行われた点灯式では、
各作品の紹介のあとに一斉点灯が行
われ、式の最後には打ち上げ花火が
夜空を彩りました。また、冬の今回
で冬は7回目となるABUウォーター
ボーイズの水中ショーには町内外か
ら500人を越える観客がプールへ詰
めかけ、プールサイドはいっぱい
に。満面の笑みとコミカルな動きで
躍動するボーイズの演技に、会場は
終始笑顔に溢れていました。

「12球団物語」小田建設㈱、㈲スエワカ、
ニッタイコンクリート工業㈱、
㈱山口銀行阿武支店、㈱リング

「はらぺこあおむし＆butterfly」
みどり保育園、みどり保育園
保護者の会、「みどりママの会」

「
お
い
で
よ　

バ
イ
キ
ン
城
」

S
AN
Y
-ABU

「
き
ら
き
ら
ピ
カ
チ
ュ
ウ
と

仲
間
た
ち
」

道
の
駅
阿
武
町
温
水
プ
ー
ル

「それゆけ！あぶにーらんど」
JAあぶらんど萩奈古大井支所

「スカタン帆船」㈱ナベル山口工場

「贈り物の中身は？」
阿武町役場「戌年・迎春キジハタくん」

萩阿武商工会阿武支所、
商工会女性部、奈古建築協会

役
場
宇
田
郷
支
所

「ゆうパックダンボー」奈古郵便局

ちづるのパン工房

役場福賀支所 宇生賀中央・梅田さん「笑顔いっぱい！！“スマイル・クリスマス”」
阿武小学校PTA

観客に水のプレゼント！

水上騎馬戦

みんな一斉に
ジャ～ンプ！

焼き鳥などの露店が並ぶ

司会の野村さん（左）と
中村さん（右）

ハンドベル演奏でイベントを
盛り上げた至誠館大学の学生

「
イ
ン
ス
タ
映
え
？！ 

愛
の
ベ
ン
チ
」

ダ
イ
ニ
ン
グ
カ
フ
ェ
８
４
６

1/3まで第14回

イル
ミネー

ションフェスティバル２０17in阿武町イル
ミネー

ションフェスティバル２０17in阿武町

㈲サン美容室 阿武町教育委員会

「
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
」

郷
川
を
語
る
仲
間
た
ち
、
阿
武
建
設
㈱

ABUウォーターボーイズ冬公演ABUウォーターボーイズ冬公演
道の駅阿武町温水プール道の駅阿武町温水プール

ABUウォーターボーイズ冬公演
道の駅阿武町温水プール

手作りの
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萩
交
通
安
全
協
会
福
賀
分
会

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
作
業

　

福
賀
分
会
で
は
交
通
安
全
施
設

の
点
検
整
備
を
目
的
と
し
て
、

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
作
業
を
11
月

18
日（
土
）に
新
田
・
伊
当
方
面

で
行
い
ま
し
た
。
カ
ー
ブ
が
連
続

す
る
箇
所
が
多
く
、
対
向
車
の
存

在
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
て
く
れ
る

は
ず
の
ミ
ラ
ー
が
、
汚
れ
や
枝
葉

な
ど
で
見
え
に
く
い
所
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
分
会
役
員

や
評
議
員
の
皆
さ
ん
が
ミ
ラ
ー
を
磨
き
、
枝
葉
や
下
草
を

刈
り
取
る
と
、
以
前
に
比
べ
格
段
に
通
行
し
や
す
く
な
り

ま
し
た
。
こ
の
清
掃
活
動
で
、
気
持
ち
も
ミ
ラ
ー
も
す
っ

き
り
と
な
り
、
今
後
も
交
通
安
全
を
見
守
り
続
け
ま
す
。

昭
和
会
研
修
視
察
で
広
島
・
呉
方
面
へ

　

福
賀
昭
和
会
会
員
16
人
参
加
に
よ
る
研
修
視
察
が
、
11

月
16
日（
木
）に
広
島
平
和
記
念
公
園
や
呉
市
海
事
歴
史
科

学
館
（
愛
称
：
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
オ
バ
マ
前
大
統
領
と
安
倍
首
相
が
核
兵
器
の
な
い
世

界
を
目
指
し
て
固
く
握
手
を
交
わ
し
た
慰
霊
碑
前
や
、
平

和
活
動
の
一
環
で
世
界
中
に
配
布
さ
れ
て
い
る
被
爆
し
た

樹
木
ア
オ
ギ
リ
、
ま
た
平
和
記
念
資
料
館
な
ど
、
昭
和
会

を
含
め
多
く
の
人
た
ち
が
、
神
妙
な
面
持
ち
で
熱
心
に
資

料
を
見
て
い
ま
し
た
。　
　

　

大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
昨

年
５
月
に
実
施
さ
れ
た
潜
水
調
査

の
成
果
が
企
画
展
と
し
て
行
わ
れ

て
お
り
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
撮
影
や

ス
ケ
ー
ル
に
よ
る
計
測
な
ど
、
全

容
解
明
に
向
け
た
地
道
な
調
査
の

積
み
重
ね
に
、
ど
ん
な
苦
難
が

あ
っ
て
も
何
と
し
て
も
や
り
遂
げ

よ
う
と
す
る
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
の
昭
和

会
の
道
し
る
べ
と
な
る
研
修
視
察
と
な
り
ま
し
た
。

秋
の
美
し
さ
と
歴
史
を
、
み
ん
な
で
堪
能

宇
田
郷
婦
人
会
若
葉
学
級
移
動
教
室

　

11
月
14
日（
火
）に
宇
田
郷
婦
人
会
若
葉
学
級
移
動
教
室
を
開

催
し
、
長
門
方
面
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

米
Ｃ
Ｎ
Ｎ
「
日
本
の
最
も
美
し
い
場
所

31
選
」
の
一
つ
「
元
乃
隅
稲
荷
神
社
」
を

は
じ
め
、
青
海
島
ク
ル
ー
ズ
、
大
寧
寺
、

そ
し
て
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定
さ
れ
た
秋

吉
台
の
ジ
オ
パ
ー
ク
セ
ン
タ
ー「Karster

（
カ
ル
ス
タ
ー
）」
な
ど
を
見
学
し
ま
し

た
。
天
気
も
良
く
美
し
い
景
色
と
歴
史
を

堪
能
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お
も
て
な
し
の
心
は
い
つ
ま
で
も

第
５
回
宇
田
郷
寿
齢
大
学
傘
寿
会

　

11
月
17
日（
金
）に
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で

第
５
回
宇
田
郷
寿
齢
大
学
傘
寿
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

寿
齢
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
80
歳
以
上
の
会
員
の
方
を
お
祝
い

し
、
活
動
の
親
睦
と
活
性
化
、
発
展
を
目

的
に
開
催
し
て
き
た
本
会
。
先
代
会
長
の

時
か
ら
は
じ
め
た
、
役
員
に
よ
る
手
料
理

で
の
お
も
て
な
し
を
行
っ
て
き
た
本
会

は
、
今
回
で
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
の
傘
寿
会
の
寂
し
さ
を
感
じ
、
長

年
続
け
て
い
た
こ
と
を
受
け
継
ぐ
人
が
い

な
い
と
い
う
難
題
を
抱
え
な
が
ら
、
次
回

か
ら
ど
ん
な
展
開
を
す
る
か
模
索
し
つ
つ

役
員
と
協
議
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

絶
景
を
目
指
し
て
イ
ラ
オ
山
頂
へ

ふ
れ
あ
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

11
月
23
日（
木
）に
、
宇
田
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
主
催
の
ふ
れ
あ

い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
、
総
勢
29
人
が
参
加
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
は
福
賀
の
イ
ラ
オ
山
林
道
コ
ー
ス
片
道
約
４
キ
ロ
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
し
た
。
前
日
ま
で
の

雨
で
、
山
頂
か
ら
の
景
色
が
心
配
さ
れ

ま
し
た
が
、
当
日
は
天
候
も
回
復
し
て

山
頂
か
ら
の
絶
景
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
昼
食
後
は
、
お
馴
染
み
の
ビ

ン
ゴ
大
会
を
行
い
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

枝葉の刈り取りしっかりと活用します

元乃隅稲荷神社にておもてなしを味わうみんなで一緒に絶景を目指す

癒
や
し
と
芸
術
の

素
敵
な
空
間　

  

奈
古
文
化
展

　

11
月
17
日
か
ら
19
日（
日
）ま
で

町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
奈
古
文

化
展
は
、
写
真
･
習
字
･
俳
句
･
俳

画
･
手
芸
･
染
色
･
生
花
な
ど
大
人

の
生
涯
学
習
作
品
と
、
阿
武
小
児
童

･
阿
武
中
生
徒
の
作
品
を
展
示
し
、

お
よ
そ
7
0
0
人
が
思
い
の
こ
も
っ

た
作
品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　

最
終
日
19
日
の
さ
ん
３
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
は
、
多
く
の
人
が
暖
か
い
町

民
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
ま
し
た
。
ま
た

ロ
ビ
ー
で
は
ク
イ
ッ
ク
マ
ッ
サ
ー
ジ

が
行
わ
れ
て
癒
や
し
と
芸
術
を
味
わ

う
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

根
菜
料
理
で
冬
を
乗
り
切
る
ぞ
！

　
　
　
　
　
　
　

メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
11
月
講
座

　

11
月
29
日
、
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
11
月
講
座
を
開
催
し
、

７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
体
を
温
め
る
根
菜
料
理

で
寒
い
冬
を
の
り
き
ろ
う
」
の
テ
ー

マ
で
か
ぼ
ち
ゃ
と
じ
ゃ
が
芋
の
コ

ロ
ッ
ケ
、
す
い
と
ん
、
ス
イ
ー
ト
ポ

テ
ト
を
作
り
ま
し
た
。
ス
イ
ー
ト
ポ

テ
ト
を
作
り
な
が
ら
「
こ
う
い
う
お

し
ゃ
れ
な
も
の
は
作
ら
ん
の
う
」

や
、
す
い
と
ん
を
食
べ
な
が
ら
「
何

十
年
ぶ
り
か
に
食
べ
た
の
う
」
と
懐

か
し
が
る
声
も
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
10
月
講
座
で
制
作
し
た
、
萩
焼

の
お
披
露
目
も
あ
り
ま
し
た
。

阿武中生徒制作の
モザイクアート

小物などの出品作品廊下には広報写真の
展示も

スイートポテトを
作っています

移動教室参加者制作の
萩焼
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12月生まれ

森　

恋
士
ち
ゃ
ん（
美
咲
）

平
成
28
年
12
月
７
日
生
ま
れ

（
パ
パ
）
直
人
さ
ん
・（
マ
マ
）
美
里
さ
ん

　

み
な
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
！
い
つ

も
元
気
な
れ
ん
じ
で
す
！

　

毎
日
、
家
の
中
を
す
べ
る
よ
う

に
ハ
イ
ハ
イ
し
て
い
ま
す
！
優
し

い
お
兄
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
♡
早
く

お
兄
ち
ゃ
ん
と
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

な
！
み
ん
な
お
友
達
に
な
っ
て

ね
！

れ
ん　
じ

れんじ

学校
祭

加工
食品
の販
売

フラワー
アレンジメント

スポーツフェスタ
奈　

古　

高　

校

萩
高
校
奈
古
分
校
は
今

●スポーツフェスタ　11月２日（木）に、 ス ポ ー
ツフェスタが行われました。全校生徒が学年 の枠を超え
赤隊、青隊の２つに分かれて競い合いました。午前中は本
校体育館と阿武町体育センターの２か所で、男女バスケッ
トボール、その後男女混合チームでソフトバレーボールと
バレーボールを行いました。どちらの隊も声を掛け合い、
白熱した試合になりました。午前中最後の部活対抗リレー
では、各部がパフォーマンスをしながら盛り上がりまし
た。午後は障害物競走、綱引き、隊別リレーが行われまし
た。障害物競走ではぐるぐるバットやピン球運び、借り物
等で順位が変動し、誰が1位になるのか予測できない面白さ
がありました。リレーには教員チームも参加し、生徒から
熱い声援が送られていました。どちらの隊も最後まで正々
堂々と競い合い、今年度は赤隊の優勝となりました。　　
　天候にも恵まれ、生徒の笑顔があふれ親交が深まった、
実りあるスポーツフェスタとなりました。
●学校祭　「なごまろの里～キラキラ奈古の宝箱～」
　11月19日（日）に、2017年度山口県立奈古高等学校・
萩高等学校奈古分校の学校祭が「なごまろの里～キラキラ
奈古の宝箱～」をテーマに「さん３ふるさとまつり」と同
時開催されました。早朝の肌寒い中、始まる前から多くの

人々の列ができていました。
「買う・食べる」のゾーンでは、 生徒たちが真心を込め
て作った野菜や草花等の農作物、ベーコンやキウイジャム
等の加工食品、バザー・模擬店ではカレーライス、揚げた
こ焼きとフライドポテトのセット、豚汁、綿菓子を販売
し、ほとんどが完売になりました。また、PTAも杵つき餅
や焼き鳥を販売し、こちらも盛況でした。
「見る」のゾーンでは、学校行事や生徒たちの学習の取組の
成果発表、被服部・美術部の作品等の展示があり、多くの
方々にご覧いただけました。
　今年度で奈古高校は閉校となりますが、キラキラ輝いた
なごまろの里は、今後も萩高校奈古分校に受け継がれてい
きます。是非、来年の学校祭もお越しください。
●フラワーアレンジメント「クリスマスを華やかに」　11月
22日（水）に総合学科２年生が「草花」の授業で、山口県フラ
ワー装飾技能士会から講師を招き、『クリスマスを飾るフラ
ワーアレンジメント』として実演講習を行いました。生徒
たちは講師の説明やアドバイスを参考にしながら、一人ひ
とり思いをこめて作成し、それぞれ個性あふれる作品が完
成しました。作品は学校玄関や廊下、校長室にしばらく設
置して、来校された方にも見ていただきました。
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平成30年度の町臨時職員等の登録者を募集
平成30年1月19日（金）まで

一 般 事 務
補　助　員

雑　務　員

保　育　園
給　食　員
学 校 給 食
給　食　員

給　食　員

児童クラブ
指　導　員

マイクロバス
運　転　手

介 護 支 援
専　門　員
（ケアマネージャー）

登録職種

公　用　車
運　転　手

随時の送迎を必要と
する日及び時間
随時の送迎を必要と
する日及び時間

町内及び
町外の運転
町内及び
町外の運転

パソコン操作
ができる人

有資格者

有資格者

有資格者

調理ができる人

資格・経験
を有する者

教員資格を
有する人

平日14:00～18:00
土曜日及び祝日
8:30～18:00
夏、冬及び春休み
（日曜日は除く）
8:30～18:00

大型免許を
有している人

資　格　等

役場本庁
各支所
教育委員会

役場民生課

役場民生課

みどり保育園

学校給食センター

みどり保育園
学校給食センター

役場本庁
または各支所

こども館
（体育センター内）
みどり保育園
福賀分園

勤 務 場 所

11,000円

9,000円

6,300円

常勤7,800円
パート7,100円

7,100円

常勤6,800円
パート6,300円

賃　　金勤　　務　　種　　別
常勤臨時 日　給 時　給パート臨時

普通免許を
有している人

8:30～17:15
15日以上／月

8:30～17:15
10日以内／月

または６時間以内／日
8:30～17:15
10日以内／月

または６時間以内／日
8:30～17:15
10日以内／月

または６時間以内／日

8:30～17:15
10日以内／月

または６時間以内／日
特 別 支 援
学 級 学 習
支　援　員

小・中学校月～金曜日
8:05～12:05

8:30～17:15
10日以内／月

または６時間以内／日
（変則勤務有り）

保　健　師
看　護　師

有資格者 8:30～17:15
15日以上／月

みどり保育園
（分園含む）

常勤7,800円
パート7,100円

1,419円

1,161円

813円

常勤1,006円
パート0916円

916円

常勤6,500円
パート6,300円

常勤0839円
パート0813円

常勤0877円
パート0813円

6,100円 788円

788円

916円

1,006円

常勤1,006円
パート0916円

8:30～17:15
10日以内／月

または６時間以内／日
保 育 士 有資格者 8:30～17:15

15日以上／月

8:30～17:15
15日以上／月

町では、次のとおり平成30年度の臨時職員等の登録者を募集します。

児童クラブ
補　助　員

児童の教育に
熱意のある人 788円

●登録の方法及び内容
　①自筆の履歴書（写真添付、資格を有する場合は写しを添付）１通を添えて、本人が役場総務課へ提出してく
ださい。また、過去に登録済みの方で、継続登録して４年目になる方は履歴書の提出が必要となります。
（３年以内の方は、履歴書の提出は不要ですが、面接は行います。）

　②面接(書類を提出された際に随時面接を行い、雇用登録申出書に記名・押印をいただきます。）
　③申請者は臨時職員等登録者名簿に登載し登録します。この名簿は、原則として１年間有効です。
　　（平成30年４月１日～平成31年3月31日）
　④雇用に当たっては、臨時職員登録者名簿の中から担当課等が必要に応じて雇用者を決定し、勤務内容等の詳
細については担当課から直接連絡します。（一般事務補助員にあっては、原則として同じ部署での勤務年数
は３年以内となります。）

　※保育士、保健師、看護師等の資格免許を必要とする職種以外で、60歳を超えた方の常勤登録については制限
する場合があります。

●賃金等　雇用者の賃金は、阿武町賃金表に定める基準に従い支給します。また、通勤手当については、阿武町
給与条例に定める基準に従い支給します。

　　　　　※常勤臨時は、社会保険、厚生年金、雇用保険及び労働保険に加入します。
●受付機関・受付場所　　平成30年１月19日（金）までに役場総務課へ持参願います。
●問い合わせ　阿武町役場　総務課行政係　☎08388－2－3110
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『減塩と野菜摂取で
　　　　　生活習慣病予防！』

♪
ハ

ッピ
ー あぶ町
♪

♪
ハ

ッピ
ー あぶ町
♪

健康習慣⑩

みんなで実践！

　　　　　　　　　食塩の摂りすぎは高血圧を引き起こし、脳血管疾患や心疾患、慢性腎障害など
の生活習慣病の要因となります。山口県民の食塩摂取量は厚生労働省が設定した目標値と比較して
も高くなっています。健康寿命を伸ばして、いつまでも元気に過ごすためには「からだにやさし
い！うましお」（うまく塩を使おう！）をおすすめします。

成人男性の塩分摂取量の目標量
は1日8g未満、成人女性の目標
量は1日7g未満ですが、目標量
を超えている方が多くいます。

　まずは家庭でできることとして、家庭で調理す
る煮物や汁物の味付けを素材の味を活かした薄味
にすることが大切です。自分では気をつけている
つもりでも意外と摂りすぎているかもしれませ
ん。

　野菜の1日摂取量は2016年度の調査結果で
は、男性270g（全国40位）女性248g（全国
40位）となっており、1日摂取目標量の350gを
大きく下回っています。食べ過ぎを防いで肥満
予防や便通をよくして大腸がん予防のためにも
野菜を毎食食べるように心がけましょう。

　自分の血圧をよく知るためには、家庭で、毎日
測定することが必要です。時間を決めて毎日同じ
条件で、また安定した状態で測定することで、よ
り正確で詳細な血圧情報を把握することができま
す。

【測定する時間】
●朝：起床後1時間以内
　排尿後、服薬・朝食前、1～2分安静にした後
●夜：就寝前（入浴後）
　座った姿勢で1～2分安静にした後

1日350ｇの野菜を食べよう！

おやつのカロリーを見てみよう！

高血圧予防は減塩がおすすめ！

1日2回、血圧を測る習慣を作ろう！

問い合わせ
役場民生課保健師・栄養士　 ☎2-3113

推定1日塩分摂取量（H29年度集団健診結果）

40%
60%

16%

84%

 
 
 

0～7.9g 8.0g～ 0～6.9g 7.0g～

（男性） （女性）

出典：一般財団法人
　　　日本食生活協会 減塩くん

　1日350gの野菜は、野菜料理１皿分（約
70g）を５皿食べる量です。野菜炒めなど大
皿料理は２皿分に数えて、１日５皿を目標に
食べましょう。

腕帯を巻いた
腕や手首を心臓の
高さにする

背もたれの
ある椅子で
リラックス
した状態

足は組まずに
両足を床に
つける

腕の力を抜いて
手の平を上に
向ける

「減塩くん」
民生課の窓口で
貸し出し中！
ぜひ計って
みませんか？

測定中は
会話をしない
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来年秋は「山口ゆめ花博」
前売り券予約受付を開始！

　平成30年は明治改元150年の節目の年です。山口県では、明治150年プロジェクト「やまぐち未来維新」
を展開しておりますが、その中核イベントとして「山口ゆめ花博」を開催します。
　「山口から開花する、未来への種まき。～150年を振り返り、次の150年につなぐ～」を開催テーマとし
て、山口から「ゆめの未来公園」を発信します。
　●期　間　平成３０年９月１４日（金）～１１月４日（日）５２日間
　　　　　　有料エリア　９：００～２１：００　無料エリア　９：００～１７：００
　●会　場　山口きらら博記念公園（山口市）
　●入場料　【大　　　人】前売り９００円・当日１，２００円
　　　　　　【高　校　生】前売り６００円・当日　８００円
　　　　　　【小・中学生】前売り５００円・当日　６００円
　　　　　　【小学生未満】無料
　　　　　　※一部無料エリアもあります。
●阿武町では、自治会を通して前売り券・入場券を斡旋します。
　送迎バスも運行しますので、ふるってご購入ください。

【問い合わせ】第３５回全国都市緑化やまぐちフェア実行委員会事務局　☎０８３－９３３－４８０５

◆
６
つ
の
特
徴

咲き誇る1,000万の山口県の花 山口県から始まる「子どもの育ちを支える公園」

日本一に挑戦 ファンタスティックなナイトプログラム

心躍る1,000のイベントと体験プログラム 新しい公園の夢を持ち寄る県民参加プログラム

写真はイメージ写真はイメージ

写真はイメージ写真はイメージ

詳しくはホームページまで
http://yumehana-yamaguchi.com



エ
コ
の
日

毎
月
19
日
は
、地
球
に
良
い
こ
と
を
す
る「
エ
コ
の
日
で
す
」。　

12
月
は
、「
地
球
に
も
、手
肌
に
も
や
さ
し
い
大
掃
除
」
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災害時においては、情報収集がたいへん重要です。
身近な危険を避けるため、防災メールに登録しましょう。
【全員に配信する情報】① 山口県日本海沿岸の高潮や津波の情報
　　　　　　　　　　　② 気象注警報、土砂災害警戒情報、竜巻注意報
　　　　　　　　　　　③ 山口県北部地方の地震情報　など
【希望者のみに　　① 火災･救助情報
　配信する情報】　② 重大事故、災害、大雪による道路封鎖情報
　　　　　　　　　③ 防犯や交通安全等の生活安全情報　など
【登録方法】
　アドレス「hagi@xpressmail.jp」へ空メールを送信すると、登録・変更メールが届きます。届いた
メール本文のＵＲＬにアクセスして、お名前、住所、情報が必要な地域等を登録してください。
　登録メールが届かない場合は、「lg.jp」、「xpressmail.jp」のドメインから送信されたＵＲＬ付きメ
ールを受信できるよう設定してください。
（ご自分で設定できない方は、携帯電話に詳しい方や携帯販売店へご相談ください。）
【防災メール登録のＱＲコード】このコードを携帯で読んで登録することもできます。
　携帯やパソコンに緊急情報を24時間お知らせします。登録料は必要ありませんが、
メール受信の際の通信料は、個人で負担していただくことになります。

防災メールの登録の詳細については下記の阿武町のホームページをご覧ください。
http://www.town.abu.lg.jp

　住民のみなさんの安全・安心な暮らしのために、阿武町では町内
全戸での防災行政無線設置をお願いしています。日々の行事予定な
どのお知らせをはじめ、非常時の避難情報や
道路情報なども無線を通じて放送します。

●無線放送の入りが悪い
●新規に無線の設置をしたい
●スピーカーの増設をしたい（費用がかかります）
などありましたら、役場総務課までご連絡ください。

◆問い合わせ　役場総務課 行政係　☎２－３１１0

阿武町・萩市の警報、道路情報などが
リアルタイムにあなたの携帯電話に送信されます!!
～防災メールに登録しましょう～

安全・安心な暮らしのために ～防災行政無線～

防災行政無線の
使用料は200円／月
3月と9月の

半期ごと納付です。

防災メール登録・変更　hagi@xpressmail.jp

　中村　玉子さん（恵寿苑）が11月15日、100歳の誕生日を迎えら
れ、阿武町から記念品が贈られました。
　中村さんは大正6年（西暦1917年）生まれで、行事の際には時々
代表の挨拶を任され、しっかりとこなす活躍ぶり。スタッフとの
ユーモアあふれる会話も交えながら、明るくマイペースに過ごされ
ています。

まちのご長寿祝100歳 おめでとうございます
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－離職された方の生活の安定のために－
山口県・市町離職者緊急対策資金貸付制度

県民活動パワーアップセミナー ＩＮ 阿武

　会社の倒産や事業の不振などにより、離職を余
儀なくされた方の生活資金などを貸し付けていま
すので、ご利用ください。

○貸付対象者（次のすべてに該当する方）
（１）県内に居住している方
（２）離職時の事業所に１年以上勤続していた方
（３）離職を余儀なくされた勤労者（雇用保険受

給資格者又は雇用保険受給資格者であった
方で離職理由コードが11、12、21、
22、23、31、32及び34である方に限
ります。）で、離職後１年以内の方

（４）借入申込時、現に離職しており、かつ、ハ
ローワークで求職活動を行っている方

（５）市町税を完納している方
（６）返済能力のある方

（注）確認書類として、雇用保険受給資格者証等 
　　　の証明書が必要です。
○資金使途　大学教育資金、住宅資金償還金、冠
婚葬祭・療養資金、災害資金、一般生活資金
○貸付限度額　７０～１５０万円
○償還期間　６～１０年以内
○貸付利率　年１．０％（別に保証料が必要）
○保証人等　連帯保証人１名（申込人と別生計の
方）と（一社）日本労働者信用基金協会の債務保
証を受けることが必要です。
○申し込み　中国労働金庫（貸付に当たっては、
中国労働金庫の審査があります。）
○問い合わせ　阿武町経済課　☎２－３１１４
　または県労働政策課　☎083－933－3210
　県内の中国労働金庫各支店

特定
（産業別）
最低賃金

効力発生の日

パート、アルバイト等を含め、すべての労働者に最低賃金以上の賃金が支払われなければいけません。
●問い合わせ　山口労働局労働基準部賃金室　☎083-995-0372

最低賃金（１時間）業　　　　　　　　種

平成２9年１２月１５日

913円
８39円
883円
795円
777円

鉄鋼業、非鉄金属製造業
電気機械器具製造業
輸送用機械器具製造業
百貨店、総合スーパー

平成２9年１０月1日山 口 県 最 低 賃 金

山口県特定（産業別）最低賃金が改正されました

～必ずチェック
　　最低賃金！
使用者も
　　労働者も～

　誰からも選ばれる町をつくるためにはどうした
らいいのか。地域課題の解決に向け、皆さん一緒
に取り組みませんか。県民活動によるまちづくり
に興味がある皆さん、是非ご参加ください！
●日時　平成３０年１月２４日（水）
　　　　18：00～20：00（17:00会場）
●場所　阿武町町民センター文化ホール
●講師　小田切　徳美 氏（明治大学農学部教授）
●演題　関係人口を増やそう
　　　　～農山漁村再生に向けて～
●問い合わせ
【主催】山口県県民生活課
　（☎083ー933ー2614）
【共催】阿武町役場まちづくり推進課
　（☎08388ー2ー3111）

入場
無料
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月
10
日　

阿
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町
町
民
セ
ン
タ
ー

★
最
優
秀
賞　
「
か
ま
ど
ら
焼
き
」

　

山
口
県
漁
協
宇
田
郷
地
区
女
性

　

部
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月
12
日　

田
万
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

【
小
学
３
年
生
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部
】

★
第
３
位　

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
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ブ
阿
武
Jr
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萩
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・
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武
町
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進
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中
村
麻
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亜（
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屋
）「
非
行
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す
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の
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持
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に
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っ
て
」

★
阿
武
町
教
育
長
賞

　

上
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悠
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咲
）

　

中
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真（
野
柳
）

11
月
21
日　
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口
県
庁

★
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事
特
別
賞
及
び
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デ
ル
団
体

　

等
指
定
（
地
域
・
団
体
）

　

四
つ
葉
サ
ー
ク
ル

★
教
育
長
賞　

福
賀
小
学
校

★
優
良
賞　
　

栃
原
自
治
会

12
月
2
日　

往
還
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー

【
中
学
校
男
子
の
部
】

★
優
秀　

阿
武
中
学
校

第
33
回
萩
地
区

　

魚
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

萩
阿
武
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

平
成
29
年
度
山
口
県

　
　

花
い
っ
ぱ
い
運
動

第
37
回
旭
駅
伝
競
走
大
会

第
8
回
長
門
カ
ッ
プ

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　

大
会（
D
級
）

第
36
回
萩
市
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
新
人
バ
レ
ー

　

ボ
ー
ル
大
会（
A
級
）

第
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回
田
万
川

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
山
陰

　

大
会
サ
ッ
カ
ー
の
部

表
彰
席

（
敬
称
略
）

12
月
２
日　

長
門
市
深
川
小
学
校

ほ
か

★
準
優
勝

　

奈
古
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

12
月
３
日　

萩
市
椿
東
小
学
校

★
準
優
勝

　

奈
古
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

◆問い合わせ　日本年金機構萩年金事務所　☎0838-24-2158　役場住民課住民係　　　　　☎2-0500

フットボールクラブ
阿武Jrのメンバー

特別賞を受賞した四つ葉
サークルのみなさん

準優勝した
奈古スポーツ少年団

ま　

り　

あ

は
る　
と

優勝した阿武中学校チーム

最
優
秀
作
品

の「
か
ま
ど
ら

　
　
　

焼
き
」

山口県漁協宇田郷地区
女性部のみなさん



女
と
男
の
一
行
詩

性
別
で　

義
務
を
負
う
の
は　

不
公
平

お し ら せ

ひ
と

ひ
と

　

１
月
13
日
・
14
日
に
大
学
入
試

セ
ン
タ
ー
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

至
誠
館
大
学
試
験
場
へ
の
自
動

車
・
バ
イ
ク
等
で
の
乗
り
入
れ
や

送
迎
の
た
め
の
入
り
口
付
近
の
駐

停
車
は
、
試
験
の
実
施
に
支
障
を

き
た
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
、
全
面
禁
止
で
す
。
臨
時
路
線

バ
ス
（
防
長
交
通
）
を
運
行
し
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
運
賃
（
片
道
）　

東
萩
駅
〜
２

９
０
円
【
時
刻
表
に
つ
い
て
は

至
誠
館
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.shiseikan.ac.jp

　

/

】
▼
問
い
合
わ
せ　

至
誠
館
大
学
学

務
課
入
試
係　

☎
０
８
３
８―

24―

４
０
１
２

　

剪
定
に
興
味
の
あ
る
方
、
庭
木

を
切
っ
て
み
た
い
方
、
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
で
剪
定
の
基
礎
に

つ
い
て
プ
ロ
か
ら
学
び
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時　

１
月
23
日（
火
）・
24
日

（
水
）　

９
時
30
分
〜
16
時

▼
場
所　

萩
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
萩

市
堀
内
１―

１
）

▼
内
容　

は
さ
み
の
持
ち
方
や
、

木
の
切
り
方
等
の
座
学
と
実
習

至
誠
館
大
学
で
の
セ
ン

　

タ
ー
試
験
に
つ
い
て

プ
ロ
か
ら
学
ぶ
剪
定

　

基
礎
（
入
門
）
講
習

お
知
ら
せ

▼
講
師　

㈲
廣
兼
造
園　

代
表
取

締
役　

廣
兼　

聡　

氏
（
一
級

造
園
施
工
管
理
技
士
）

▼
対
象
者　

阿
武
町
ま
た
は
萩
市

に
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

▼
定
員　

10
人

▼
受
講
料
・
テ
キ
ス
ト
代　

無
料

▼
持
参
物　

剪
定
用
の
は
さ
み
が

あ
れ
ば
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
主
催
・
申
し
込
み　

１
月
16
日

（
火
）ま
で
に
、（
公
社
）山
口
県

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合

会
（
０
８
３―

９
２
１―

６
０

７
０
）
へ

　

自
衛
隊
山
口
地
方
協
力
本
部

は
、
平
成
29
年
度
陸
上
自
衛
隊
高

等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）
の
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

平
成
30
年
１
月
９

日（
火
）ま
で

▼
受
験
資
格　

中
学
校
卒
業
（
見

込
含
む
）、
17
歳
未
満
の
男
子

▼
試
験
期
日　

一
次
試
験　

平
成
30
年
１
月
20
日

（
土
）

二
次
試
験　

平
成
30
年
２
月
１
日

（
木
）〜
４
日（
日
）の
う
ち
１
日

▼
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
萩
地
域

事
務
所
（
萩
市
土
原
４
９
０―

３　

横
山
電
機
ビ
ル
２
階
、
☎

０
８
３
８―

22―

２
４
０
９
）

自
衛
官
を

　
　

募
集
し
て
い
ま
す

（郡）萩市須佐診療センター 須　佐 08387-6-2540
（郡）齋　藤　医　院 奈　古 08388-2-2838
休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
（郡）福 賀 診 療 所 福　賀 08388-5-0863
休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
（郡）萩市弥富診療センター 弥　富 08387-8-2311
（郡）萩市須佐診療センター 須　佐 08387-6-2540
（郡）齋　藤　医　院 奈　古 08388-2-2838
休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397
休日急患診療センター 　椿 0838-26-1397

休日当番医

緊急の場合は１１９番

萩・阿武健康ダイヤル２４
24時間年中無休で健康や医療に関する
相談を受け付けています。

日曜日、祝日、年末年始は休日急患診療センターへ
☎0838-26-1397（内科・外科・小児科・歯科）

☎0120-506-322
★携帯電話に登録すると便利です

12/23㊏
12/24㊐
12/30㊏
12/31㊐
 1 / 1㊊
 1 / 2㊋
 1 / 3㊌
 1 / 7㊐
 1 / 8㊊
 1 /14㊐
 1 /21㊐

通話料・
相談料無料( )

※当番医の確認は役場または各支所へ

22

『インフルエンザを予防しよう！』編

このコーナーは、みなさんの身近にある
豆知識をまちの「よぉ知っちょる人」に
教えてもらうコーナーです。

このコーナーは、みなさんの身近にある
豆知識をまちの「よぉ知っちょる人」に
教えてもらうコーナーです。

Q．インフルエンザと普通の風邪の違いは、どんなところにありますか？
A．38度以上の高熱に加え、咳やのどの痛み、関節痛、筋肉痛など
　全身に症状が現れます。
小さな子どもや高齢者の方は合併症を引き起こす可能性も。
基本となる６つの感染予防をご紹介します。
ポイント①　インフルエンザの予防接種をしましょう
ポイント②　外に出る時はマスクをしましょう
ポイント③　人ごみにあまり出ないようにしましょう
ポイント④　十分な睡眠と、栄養のある食事を心がけましょう
ポイント⑤　うがい・手洗いを忘れないようにしましょう
ポイント⑥　部屋の湿度を保ちましょう

Q．インフルエンザと普通の風邪の違いは、どんなところにありますか？
A．38度以上の高熱に加え、咳やのどの痛み、関節痛、筋肉痛など
　全身に症状が現れます。
小さな子どもや高齢者の方は合併症を引き起こす可能性も。
基本となる６つの感染予防をご紹介します。
ポイント①　インフルエンザの予防接種をしましょう
ポイント②　外に出る時はマスクをしましょう
ポイント③　人ごみにあまり出ないようにしましょう
ポイント④　十分な睡眠と、栄養のある食事を心がけましょう
ポイント⑤　うがい・手洗いを忘れないようにしましょう
ポイント⑥　部屋の湿度を保ちましょう

暮らし暮らしの の   　　ポイント  　　ポイント暮らし暮らしの の   　　ポイント  　　ポイントiiネットあぶ
連動企画 え～え～

高齢者福祉施設
ひだまりの里

看護師　平澤美亜さん

高齢者福祉施設
ひだまりの里

看護師　平澤美亜さん

正しい手洗いを
心掛けましょう
正しい手洗いを
心掛けましょう
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女
と
男
の
一
行
詩

男
女
の
和　

長
所
合
わ
せ
て　

築
く
社
会

ひ
と

ひ
と

日 曜 行　　　事　　　予　　　定
2
4
5
6
7
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21
22

24

25

26

27

火
木
金
土
日
水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日
月

水

木

金

土

1月

阿武町の人口と世帯数 （11月末）

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,277（－8 ）

　579（－3 ）

553（－1 ）

3,409（－12）

1,045（－3 ）

　277（ 1 ）

　293（ 0 ）

1,615（－2 ）

転入　 6

転出　 2

出生　 0

死亡　16

11月の交通事故

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損
事故

107
（92）
8
（4）

3
（15）
0
（0）

2
（0）
0
（0）

0
（0）

4
（14）

負傷者死者

人　身　事　故

件数
萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

　次の方を対象に、大学等の修学資金を貸
し付けていますのでご利用ください。
【貸付対象者】
　中小企業勤労者で県内に居住し、同一事
　業所に1年以上勤続している方
【貸付限度額】３００万円
【償還期間】１０年以内（うち在学期間中は
　４年以内の据置可）
【貸付利率】
　年１．７１％（別に保証料が必要）
【申し込み】中国労働金庫（貸付に当たっ
　ては、中国労働金庫の審査があります）
◆問い合わせ
　阿武町経済課　☎２－３１１４
　県労働政策課　☎０８３－９３３－３２１０
　県内の中国労働金庫各支店（取扱金融機関）

大学等の進学資金に
県・市町中小企業勤労者
小口資金貸付制度

阿武町成人式【町民センター多目的ホール】
保育始め  
阿武町コミュニティ・スクール研修会　9:00【町民センター】
福賀月例グラウンドゴルフ大会　13:30【福賀グラウンドゴルフ場】
福賀地区新春子ども会大会　9:00【のうそんセンターほか】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
ひよこクラブ 9:45【ほっとハウスみどり】
阿武町民生委員児童委員協議会定例会　8:30【役場会議室】
身体測定　11:00【みどり保育園】
福賀正月会 定例総会　14:00【ＥＧＦ会議室】
阿武町消防出初式【町民センター文化ホール】
奈古グラウンドゴルフ　9:00【阿武小中グラウンド】
宇田郷地区新春の集い　15:00【ふれあいセンター】
健康教室「さくら会」9:00【町民センター】
心配ごと相談　9:00【町民センター】
のびのび幼児健診　13:00【母子健康センター】
宇田郷寿齢大学　初集会　10:00【ふれあいセンター】
女団連の今後の取組みに関するまちづくり推進課との意見交換会【旧奈古薬局2階】
阿武町選挙管理員会　9:00【役場会議室】
誕生会　11:00【みどり保育園】
山口県知事選挙告示
食生活改善推進員養成講座⑤　9:00【ふれあいセンター】
ひよこクラブ　9:30【ほっとハウスみどり】
福賀地区新春懇話会・新年互礼会　10:30【のうそんセンター】
もちつき大会【みどり保育園（本園）】
第2回関西・東海ふるさと阿武町会　13:00【大阪パンダリア】
福賀新春ボウリング大会　13:00【ユーズボウル萩】
消費生活相談員による相談日　8:30【役場１階相談室】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
県民活動パワーアップセミナーin阿武町 小田切徳美講演会　18:00【町民センター】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
ひよこクラブ　9:30【ほっとハウスみどり】
阿武町人権学習講座 13:00【町民センター】
奈古寿齢大学1月講座（阿武町人権学習講座）13:00【町民センター】
避難訓練・交通安全指導　11:00【みどり保育園】
ステップ運動教室　13:00【のうそんセンター】
平成30年阿武町新春懇話会　15:00【町民センター】
宇田郷冬季子ども会大会　8:30【ふれあいセンター】

求人数 年齢 賃　　金 業　　種会　社　名

１人

１人

３人

３人

59歳以下

59歳以下

不問

35歳以下

152,000円
～160,000円

197,100円～251,850円

135,880円
　　

142,200円～162,580円

一般事務

林業作業員
各種蛇腹製造工

（採用から4/15までの雇用契約）
総合職

道の駅阿武町
（あぶクリエイション）
有限会社　吉岡土建

株式会社　ナベル山口工場

あぶらんど萩農業協同組合

町内の求人情報12月分 12月8日現在（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）
●問い合わせ　ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714
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◆問い合わせ　あぶフォト倶楽部事務局　☎2ー3111

作品は道の駅温泉棟１階に展示中

●コメント：１６重の年輪が光り輝く様子が、同じ
く１６歳頃から輝き出す“人”に近しいと感じて
撮った一枚です。

●コメント：今年も秋になると、奈古駅のつわぶ
きの花がきれいに咲いて、黄色い花が目に入り、
通る人の心を和ませてくれます。

会員作品紹介

私 の 一 品

タ
イ
ト
ル

「
人
生
も
、
朝
日
に
光
る
、
霜
柱
」

小
田　

衛
（
宇
久
）

タ
イ
ト
ル

「
つ
わ
ぶ
き
の
花
咲
く
」

梅
地　

博
美
（
野
柳
）

［材料（４人分）］

切り干し大根 ２０ｇ

かにかまぼこ ８０ｇ

きゅうり ８０ｇ

玉ねぎ ６０ｇ

人参 ２０ｇ

干しわかめ ２ｇ

ポン酢しょうゆ 

 大さじ２強

［作り方］

①切り干し大根は水で洗い、１０分ぐらい水に戻して

おく。よく水気を絞ってから食べやすい長さに

切っておく。

②きゅうりはせん切りに、玉ねぎは薄切りにして水

にさらしておく。人参はせん切りにする。干しわ

かめは水に戻してから、よく水気を絞っておく。

③鍋にお湯を沸かしてから人参、切り干し大根を

さっと茹でて、水気をきっておく。

④野菜の水気をきってからボウルに入れて、かにか

まぼこを食べやすい大きさにほぐしてから、ポン

酢しょうゆであえて器に盛る。

※これは夏季ふれあいキッチンのレシピでしたが、

きゅうりをほうれん草や小松菜を茹でたものに変

えると冬用レシピになります。カルシウム量もさ

らにアップしますよ！

「カルシウムたっぷり骨太レシピ！」より

切り干し大根の和風サラダ

ヘ
ル

スメ
イト☆おすすめ料

理

夏季ふれあいキッチンより
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